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社
会
科
で
関
連
学
習
と
し
て
扱

っ
た
内
容
か

ら

、
同
和
教
育
の
視
点
に
基
づ
い
て

、
現
代
の

部
落
差
別
を
は
じ
め

、
社
会
生
活
の
中
に
あ
る

部
落
問
題
を
取
り
上
げ
る

。

取り扱う差別事象例

いじめ　仲間外し
　決め付け
　偏見
　不公平
　傍観
　からかい
　グループへの固執
　インターネット

体のことに対する差別
　におい
　見た目
　よごれ
　病気・やけどなど

性のことに対する差別
　男だから 女だから
　多様な性の尊重

障がいのある人に対する差別

高齢者に対する差別

病気にかかった人への差別
　新潟水俣病
　ハンセン病

外国人差別

職業差別
　と畜解体業
　ごみ収集業

差別の歴史
　以下の中から選択して学ぶ
　　ケガレ・キヨメ
　　室町文化
　　解体新書（腑分け）
　　渋染一揆
　　伊勢参り
　　解放令
　　水平社宣言と西光万吉

現在も続く差別
　以下の中から選択して学ぶ
　　結婚差別
　　就職差別
　　職業差別
　　識字
　　部落差別解消推進法
　　インターネット上の差別

 
学
級
の
児
童
の
生
活
実
態
か
ら

、
同
和
教
育

の
視
点
に
基
づ
い
て

、
学
校
生
活
の
中
で
起
こ

り
う
る
差
別
問
題
を
取
り
上
げ
る

。

同和学習の
取り上げ方

◎ ◎

一
年

二
年

三
年

四
年

五
年

　

　

生
活
体
験
学
習

　
学
校
生
活
や
身
近
な
実
生
活
の
中
で
の
差
別

問
題
を
題
材
と
し

、
体
験
等
を
通
し
て
認
識
を

深
め

、
差
別
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な

い
と
い
う
意
欲
と
社
会
的
技
能

、
自
己
有
用
感

を
は
ぐ
く
む

。

身
の
回
り
の
差
別
問
題

◎

 
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
各
教
科
・
道
徳
・
特

別
活
動
の
中
で
の
体
験
を
通
し
て

、
認
識
を
深
め

た
こ
と
か
ら

、
同
和
教
育
の
視
点
に
基
づ
い
て

、

社
会
生
活
の
中
で
起
き
て
い
る
差
別
問
題
を
取
り

上
げ
る

。

３期３類 ひがし同和学習プラン

部
落
問
題

社
会
で
起
き
て
い
る
差
別
問
題

◎ ◎

六
年

同和学習の
類型

　
部
落
問
題
学
習

　　
部
落
差
別
に
関
係
の
深
い
事
象
を
題
材
と

し

、
被
差
別
部
落
の
歴
史
的
・
社
会
的
な
背
景

を
正
し
く
認
識
し

、
部
落
差
別
の
不
当
性
に
気

付
き

、
差
別
に
対
し
て
憤
り

、
差
別
解
消
に
向

け
た
実
践
行
動
力
を
は
ぐ
く
む

。

◎

　

社
会
参
加
学
習

　
社
会
生
活
で
発
生
し
て
い
る
人
権
課
題
や
差
別

事
象
を
題
材
と
し

、
他
者
の
意
見
を
傾
聴
し

、
痛

み
や
苦
し
み
に
共
感
し

、
相
手
の
こ
と
を
考
え
た

行
動
が
で
き
る
力
を
は
ぐ
く
む

。

Ⅱ 期 Ⅲ期Ⅰ 期


